
 

 

 

＜お弁当にまつわる２つのお話…どちらも７０年以上前、日本が貧しかったころのお話＞ 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子供たちは、親をはじめ多くの人たちの愛情に支えられています。 

Ａくんの弁当         

 

 

             お父さんの弁当 

 

 

力仕事のお父
さんの弁当は
デカ盛りなのだ
ろうな 

少量のご飯、おか

ずは味噌と梅干だ

け 

お弁当、たりな
かっただろう。
お父さんの分
も食べなさい。 

絶対に親
に心配を
か け な い
ぞ! 

 

 

遠足のお弁当に、

卵焼きを入れて

ほしい。 

今、家に卵がな

いので、卵焼き

は作れない。 

どうしてダメな

の。みんなのお弁

当には入っている

のに…。 

卵焼きが入ってい

る。作れないと言

っていたのに、ど

うしてかな？ 

夜遅くに、お父

さんが遠くの知

り合いの家に行

き、卵を分けて

もらったのよ。 

娘のお弁当に、卵焼き

を入れてあげたい。娘

の喜ぶ顔が見たい。 


